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［背景・ねらい］

現在、成鶏におけるニューカヅスル病（ND）の発生予防には、従来のアルミニウムゲル

等をアジュバンドとして用いた不活化ワクチンまたは生ワクチンの３カ月毎の接種を基本

としているため、ワクチン接種には多くの労力を要している。一方、近年開発されたニュ

ーカッスル病オイルアジュバントワクチン（NDOE）が、従来のワクチンよりも高い抗体価

を得ることが可能で、長期間の免疫持続性を有するならば、省力化に有効と考えられる。

このことから、ＮDOEを接種した成鶏におけるニューカッスル病赤血球凝集阻止抗体価（

NDHI)の持続性を長期間（101週齢）調査することにより、今後のワクチネーションプログ

ラムの確立に資する。

［成果の内容・特徴］

①NDHI抗体価は、１９～20週齢（接種後21～27日後）に幾何平均値（GM）2,549～2,810の

ピークに達し、良好な抗体上昇が認められた(表1,表2)。

②ピーク後は低下傾向を示したが、休産処理による抗体価への影響は認めらず、101週齢に

おいてもGM125（最大512，最小32)と、ＮＤの発生防御のための抗体価は有していた。このこ

とから、ＮDOEを接種した成鶏は、ＮＤワクチン接種の省略が可能である(図1)。

③ニューハンプシャー(NH)よりも、横斑プリマスロック(BP)の方が抗体価の減少が大きい

傾向が認められる(表1,表2)。

④週齢毎の抗体価は、ＢＰでは最大標準偏差（｡：２ＮＮ（似，ｏ））が1.5,ＮＨでは2.0

であり、個体間にばらつきが認められる(表1,表2)。

［成果の活用面・留意点］

①休産処理を伴う長期飼育採卵鶏のNDワクチンプログラム設計の基礎資料として活用する。

②個体間のNDHI抗体価のばらつきを小さくするために、接種前にワクチン液をよく振還し

内容を均一化する。

③NDの発生を完全に予防するためには、定期的な抗体検査を行い、抗体価が低い場合には

補強接種が必要である。
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ﾆｭー ｶｯｽﾙ病ｵｲﾙｱｼ゙ ｭﾊ゙ ﾝﾄﾜｸﾁﾝを接種した採卵鶏の抗体持続性

[要約］ﾆｭー ｶｯｽﾙ病ｵｲﾙｱｼ゙ ｭﾊ゙ ﾝﾄﾜｸ週を生後16週齢に接種した援皿鶴の抗盤価は、良好

な上昇を示し、２o週齢前後でピークに達した。その後は、佐産処理による影響もなく‘

101週齢までﾆｭｰｶｯｽﾙ病の発生防御のための抗体を有していたことから、ワクチン接種

を約10回程少なくする等の省力化が可能である。
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[具体的データ］

表１横斑プリマスロツクのNDHI価の経時的推移（N=30羽）（平成３年～５年）

最大H1価１６

最小H1価４

幾何平均１０

標準偏差0.6

週齢０１０１４１６１７１９２０３０４０５０６０７３７８１０１

２
８
２
７

３
１
、０

最大H1価

最小H1価

幾何平均

標準偏差

３２

２

１１

１．１

６４

８

２１

１．１

512

３２

１７１

０．７

512

３２

１０８

０．９

2048

１２８

６８２

１．０

32768

５１２

２６０１

１．１

32768

５１２

２２００

１．１

4096

128

1049

１．１

2048

２５６

６０５

１．２

1０４８

６４

２５６

１．１

1024

１６

１４４

１．５

1024

３２

１３１

１．２

512

３２

１４１

１．０

512

３２

８９

１．０

2048

１２８

４２０

１．１

注)ワクチン接種状況初生:NB,2週齢:ND,4週齢:NB,10週齢:NBAC,16週齢:NDOE
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表２ニューハンプシャーのNDHI価の経時的推移（N=30羽）（平成３年～５年）
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注)ワクチン接種状況は表１と同様
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図１飼育後半における抗体価（幾何平均）の推移（BP+NH:N=60羽）
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